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現
在
私
は
、
こ
の
秋
葉
区
に
あ

る
薬
科
大
学
で
、
自
分
探
し
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
就
職
活

動
と
い
う
大
変
な
時
期
に
差
し
掛

か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大

変
な
時
期
を
乗
り
越
え
て
、
環
境

を
理
由
に
せ
ず
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
て
い
る
未
来
に
向

か
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
私
は

将
来
は
、
ど
ん
な
形
で
も
、
秋
葉

区
を
よ
り
一
層
良
く
す
る
よ
う
な

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る

と
、
我
ら
が
地
元
で
あ
る
こ
の
秋

葉
区
の
人
々
と
関
わ
り
合
い
、
秋

葉
区
に
育
て
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
小
学
校
、
中
学
校
、高
校
、

さ
ら
に
は
大
学
と
、
常
々
、
秋
葉

区
に
お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

多
く
の
仲
間
と
出
会
い
ま
し
た
。

私
と
同
じ
秋
葉
区
に
育
て
ら
れ
た

人
、
そ
し
て
他
地
域
か
ら
来
た
人
、

皆
個
性
豊
か
で
し
た
。
こ
れ
ら
全

て
の
人
が
こ
れ
か
ら
も
秋
葉
区
と

共
に
歩
み
続
け
れ
ば
、
こ
の
秋
葉

区
は
、
も
っ
と
良
い
地
域
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
て

の
人
が
秋
葉
区
に
留
ま
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
市
外
、
県
外
へ
行
く

人
、
さ
ら
に
は
、
国
外
に
行
く
人

も
い
る
か
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の

人
生
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
の

が
、
一
番
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
秋
葉
区
は
私

た
ち
の
地
元
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。「
愛
し
て
い
な

い
、
で
も
愛
し
て
く
れ
る
」
秋
葉

区
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同

じ
新
潟
出
身
の
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

の
歌
詞
に
こ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ

り
ま
す
。
早
く
こ
の
街
か
ら
出
た

い
と
地
元
を
疎
ん
で
い
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
先
、

仕
事
や
人
間
関
係
と
、
新
た
な
環

境
で
孤
独
に
感
じ
る
人
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
程

の
歌
詞
の
よ
う
に
、
地
元
と
い
う

も
の
は
ど
ん
な
時
で
も
、
私
た
ち

を
愛
し
て
い
ま
す
。

  

ど
ん
な
に
嫌
い
で
あ
ろ
う
と
も
、

い
つ
で
も
、
私
た
ち
の
帰
り
を
暖

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
事

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
秋
葉
区

の
さ
ら
な
る
発
展
と
未
来
の
た
め

に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
輝
か
し
い
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
二
十
歳
の
集

い
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　

「二十歳のことば」

中野　元希さん （小須戸中出身）

「母の日」は、毎年５月の第２日曜日ということで、「こどもの日」のように日が決まっていないため、うっかり忘れがちで、

「気付いた時には既に終わっていた。」なんて年もありました。遅れたとしても、日頃の感謝の気持ちを伝えられればと思います。(K)

①テーブル花教室

　４月20日、コーヒーカップに生ける

独特の生け花に、熱心に取り組んでい

ました。「手軽にできておもしろい、そ

れにキレイでいいですね。」との当時の

参加者の感想がありました。

②矢代田小田植え実習

　５月６日、矢代田小学校全校あげて

の田植え実習。約６ａの田んぼに植え

ました。収穫したもち米は、老人クラ

ブとこども達合同で行った「もちつき

大会」でおいしくいただきました。

③さつきマラソン大会

　６月２日、涼しく快晴という絶好の

コンディションの中、町制100周年記念

「さつきマラソン大会」が開催されまし

た。108名、親子ペア20組が元気に汗を

流して完走しました。　

’

公 民 館 事 業 紹 介

３ 　「1990年（平成２年）４～６月」

（協⼒：⼩須⼾アーカイブｓ）ʼ

小須戸アーカイブ ｓ所蔵

昔の写真の紹介　　

’

「はじめてのレザークラフト体験会」
⾝近な⽇⽤品を制作することで、モノづくりの楽しさを体感し、新しい趣味と仲間づくりを始めませんか？
◆⽇    時  ６⽉13⽇（⾦）
       午後６時30分〜８時30分
◆会    場  ⼩須⼾まちづくりセンター  
                   ２階調理室
◆内    容  スマホポーチを作ってみよう
◆対    象  中学⽣以上８名（先着順）                       
◆講    師  古川   正利さん
                   （前⼩須⼾地区公⺠館⻑）
◆参加費  1,000円（材料費として）
◆持ち物 筆記⽤具
◆申込み ⼩須⼾地区公⺠館  ☎0250-25-5715
                  （平⽇午前９時〜午後５時の間） 

講師がこれまで制作した作品
 （昨年の市⺠展より）

当⽇制作イメージ

（5/3　「秋葉区二十歳のつどい」代表あいさつ抜粋）

毎年大人気
　　　大好評の



題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは５月23日（金）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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小須戸地区図書室 新刊案内 秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

バックナンバー
カラー版館報

【一般書】

・『母親からの小包はなぜこんなにダサいのか』

 原田 ひ香／著　　（中央公論新社）

・『元気じゃないけど、悪くない』

 青山 ゆみこ／著　（ミシマ社）

・『パーティーが終わって、中年が始まる』

 pha ／著　（幻冬舎）

・『犬のエイジングケア』　

 石野 孝／著、相澤 まな／著　（誠文堂新光社）

・『蔦重の矜持』　 車 浮代／著　（双葉社）

・『片づけ 0ですっきり暮らす』

 古堅 純子／著　（大和書房）

・『あたらしいみそおかず』

 ワタナベ マキ／著　（文化学園文化出版局）

・『ベランダで愉しむ小さな寄せ植え菜園』

 たなか やすこ／著　（山と溪谷社）

【児童書】

・『ムーミントロールとムーミンやしきのひみつ』

 トーベ・ヤンソン／原作・絵、

 ラルス・ヤンソン／原作・絵、

 当麻 ゆか／訳　（徳間書店）

・『知ってそなえる地震たいさく BOOK』　

 久保 範明／著（メイツユニバーサルコンテンツ）

小須戸文化協会総会が
行われました

　４月17日（木）、小須戸まちづくりセンター２階研修室

において「小須戸文化協会総会」が開催されました。

　今年度は24団体（文化部15団体、芸能部９団体）、会員

数209名で、文化・芸能活動を通して、秋葉区を中心とし

た地域文化の振興と市民融和を図る目的で、下記の事業

に取り組むことが承認されました。　

①公民館と共催で「小須戸地区市民展・芸能祭」の実施。

②公民館と共催で「文化協会サークル育成事業」の実施。

③「文化協会だより」の発行。

④「秋葉区美術展」運営委員への参画。　など

　「文化協会サークル育成事業」および新規加入団体（知

学ラボ）のサークル紹介につきましては、今後の公民館

報でお知らせします。

　今年度の役員および組織体制は右表のとおりです。

　公民館は、小須戸地区の文化・芸能の振興のために今

後も文化協会を支援していきます。

本　部本　部

文
　

化
　

部

文
　

化
　

部

畠山 仁嗣畠山 仁嗣
森田 義昭森田 義昭

会計監査

本部役員本部役員

広報委員

馬場 綾子馬場 綾子

会　計

佐藤 喜代一佐藤 喜代一

会　長

高崎 正道高崎 正道

副会長

高橋 秀厚高橋 秀厚

部会長文化部

佐藤 喜代一佐藤 喜代一

部会長芸能部

吉田 和幸吉田 和幸

副部会長文化部

中野 節子中野 節子

副部会長芸能部

白井 己致子白井 己致子

事務局

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

小須戸写真クラブ

アット・サークル

絵画クラブ

歌いません科

八重の会

ロマンドール小須戸教室

囲碁将棋愛好会

パソコンサークルＡＢＣ

小須戸俳句同好会

小須戸川柳会

うたよし会

あいく～る

正福寺書道会

英会話クラブ

知学ラボ

芸
　

能
　

部

芸
　

能
　

部

全　体　会　議全　体　会　議

１

２

３

４

５

６

７

８

９

小須戸クラシックギタークラブ

小須戸大正琴愛好会

レクあじさい

コールあじさい

小須戸音頭甚句保存会

もしもピアノの会

歌謡ほほえ美会

Ｇ＆Ｈ

小須戸フラサークル オーキッド

夏の花壇を彩る花苗
を植えるお手伝いを
お願いします。

ご協力頂いた方には　
花苗のお土産があり
ます。

◆集合場所　 小須戸まちづくりセンター

　　　 　　　　西側玄関前

◆持ち物　 軍手、 鎌、 スコップなど

◆人　 数　 ３０名程度

◆申込み　 小須戸まちづくりセンター

　　　　　　　 ☎0250-25-7069

花植え花植え
参加者募集参加者募集
花植え
参加者募集

当日参加も大歓迎！

◆4/12 ・ 19（土）
　 小須戸囲碁将棋愛好会
　 春季リーグ戦　結果  （敬称略）

○囲碁の部　
　優　勝　吉田　和幸（横川浜）
　第２位　泉田　博泰（秋葉区中村）
　第３位　渡辺　益治（新保）

○将棋の部（Ａ組）
　優　勝　川瀬　三男（小須戸）
　第２位　新野　浩一（秋葉区さつき野）
　第３位　佐藤　源一（南区臼井）

○将棋の部（Ｂ組）
　優　勝　横山　一徳（横川浜）
　第２位　中山　利一（矢代田）
　第３位　布川　徳次（南区上八枚）

今年で見納め 小須戸の原風景 雁巻堤最後の桜

　「フレイル」とは、年齢とともに心
身の機能が衰えた状態をいいます。
早期発見をして、適切な対応をとる
ことで健康な状態に戻ることができ
ます。
　握力や筋肉量、滑舌などについて
機器を使って計測して、ご自身のか
らだや生活などについてチェックを
行います。元気度を確かめて日常生
活を見直すきっかけにしましょう！

＜日時＞　＜日時＞　６月１8１8日（水（水）午前１０時から時から
＜会場＞　＜会場＞　小須戸まちづくりセンター小須戸まちづくりセンター

＜対象＞　＜対象＞　６５歳以上の方歳以上の方

＜定員＞　＜定員＞　３０名（先着順）名（先着順）

＜持ち物持ち物＞動きやすい服装、運動靴、＞動きやすい服装、運動靴、

　　　　水分補給用の飲み物　　　　水分補給用の飲み物

＜申込受付申込受付＞5月19日（月（月）～6～6月12日（木（木）

 お申込み・お問い合わせ お申込み・お問い合わせ

新津健康センター新津健康センター

電話　025電話　0250­22­29402940

※土※土日・日・祝日を除く午祝日を除く午前９前９時～午時～午後５後５時30分

フレイルチェックを受けてみませんか？

４月３日（木）、旧暦の桃の節句にひし餅を

持って山へ遊びに行く慣わしの「山遊さん」

を復活しました。参加者は18名でした。

　大沢森林公園に集合後、前日の雨でぬか

るむ登山道を登り切り、高立山の山頂で

「うららこすど」謹製の「ひし餅」を食べ、

全員が完歩しました。道中ではショウジョ

ウバカマなど、春の山野草を観察すること

ができました。
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